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環
境
倫
理
学
の
翻
訳
や
紹
介
は
、
応
用
倫
理
学
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル

と
同
様
、
英
語
圏
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
英

語
圏
の
議
論
は
多
種
多
様
な
蓄
積
が
あ
っ
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
や
は
り
議
論
の
ス
タ
イ
ル
や
思
考
法
に
お
い
て
、
あ
る
一

定
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
環
境
政
策
の
面
で
世
界
を
リ

ー
ド
し
て
い
る
ド
イ
ツ
で
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
環
境
倫
理
学
の
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
常
々
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
事
情
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
出
現
は
、
環
境
倫
理
学
や
環
境
思

想
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ
て
、
待
望
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
（
ち
な
み
に
本
会
会
員
の
木
村
博
氏
ら
が
ジ
ー
プ
や
ア
ー

ピ
ッ
ヒ
ら
の
現
代
ド
イ
ツ
の
環
境
倫
理
学
を
紹
介
し
て
い
て
、
こ
れ

も
貴
重
で
あ
る
。
『
環
境
倫
理
の
新
展
開
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
一
○

○
七
年
。
）

本
書
は
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ア
ル
ト
大
学
で
行
な
わ
れ
た
一
連
の
講

義
に
基
づ
く
論
文
集
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
講
義
は
「
環
境
倫
理
の

ス
ペ
ク
ト
ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
な
わ
れ
、
こ
れ
が
本
書
の
原
題

【
図
書
紹
介
】

『
越
境
す
る
環
境
倫
理
学
環
境
先
進
国
ド
イ
ツ
の
哲
学
的
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
』

コ
ン
ラ
ー
ト
・
オ
ッ
ト
、
マ
ル
チ
ン
・
ゴ
ル
ケ
編
著
滝
口
清
栄
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・

ヴ
ァ
ル
ナ
ー
監
訳
大
橋
基
、
相
原
博
、
片
山
善
博
、
小
島
優
子
、
清
水
由
美
、

三
崎
和
志
訳
現
代
書
館
二
○
一
○
年

山
本
英
輔

と
な
っ
て
い
る
。
執
筆
者
は
、
印
代
仙
代
の
中
堅
の
研
究
者
た
ち

で
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
が
日
本
で
は
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

扱
わ
れ
る
内
容
は
、
環
境
倫
理
学
の
概
観
か
ら
始
ま
り
、
目
的
論
・

自
然
哲
学
の
検
討
、
種
の
保
護
、
デ
イ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
環
境

倫
理
学
と
生
物
学
・
発
達
心
理
学
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ピ
リ
テ
イ
と
多
岐

に
わ
た
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
ゆ
る
や
か
に
連
関
し
合
い
、
ま
さ
に

「
環
境
倫
理
の
ス
ペ
ス
ト
ル
」
に
相
応
し
い
。

各
章
を
構
成
す
る
一
つ
一
つ
の
論
文
は
、
そ
れ
な
り
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
り
、
と
て
も
深
み
の
あ
る
論
考
と
な
っ
て
い
る
。
硬
質
で
ド

イ
ツ
の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
本
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
決
し
て
抽
象

的
で
思
弁
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
経
験
科
学
の

知
見
が
踏
ま
え
ら
れ
、
現
実
の
環
境
問
題
に
対
す
る
切
実
さ
に
基
づ

い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
学
際
的
な
視
点
が
ふ
ん
だ

ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
各
論
文
の
終
り
に
は
参
考
文
献
リ

ス
ト
が
豊
富
に
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
環
境

倫
理
学
の
議
論
を
さ
ら
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
一
人
で
読
み
進
め
る
の
も
い
い
が
、
読
書
会
を
開
い
て
、

多
く
の
人
と
さ
ら
に
議
論
を
進
め
て
み
た
く
な
る
、
そ
の
よ
う
な
性

格
の
本
で
あ
る
。

原
著
呰
鼻
ミ
ヨ
烏
、
ニ
ミ
⑩
言
暮
鳥
西
①
国
扇
、
品
①
ず
目
く
・
己
【
・
昌
菖
○
耳
巨
己

二
ｍ
『
言
○
．
牙
①
。
室
呂
．
○
己
◎
房
く
①
『
一
緒
○
三
ｍ
『
言
温
。
ご
言
。
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